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孚は「東野」と号して「東野六友」の詩を残している 21。父の丈右衛門は万延元年 (1860)6 月、
病に倒れて 43 歳で病死し、母も明治 6 年 (1873) に他界した 22。湯地は 14 歳で家督を継ぎ、祖















































































である湯地丈右衛門が藩校時習館の教師であり、元田永孚とも親しい仲で 29、湯地が 13 歳の
時に亡くなる前に、ある程度の伝統的な儒教教育を湯地に施していたことが背景にあると考
えられる。
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の 17 年間、国家と民衆との対抗関係はけっして不変のものではなかった。後藤によれば、
この対抗関係の変化によって、三つの展開段階に区分されるという。その第一段階は廃藩置
県（1871 年 7 月）とそれにもとづく 1872 年にかけての諸改革までの時期であり、第二段階















その第一は、征韓論の決裂と秩禄処分＝家臣団の解体（1876 年 8 月）をきっかけに起こっ
た士族反乱を鎮圧したことによって、「武士＝統治集団」という古い意識とそれに基づく行
動に最終的な止めを刺し、「天皇制官僚＝統治集団」という天皇制の権力原理を定着させた






年 8 月～ 1878 年 12 月）を廃止し、天皇親政＝人君化を回避したことである。これは、1877
年 10 月の土佐立志社建白にみられるような民権派からの天皇の政治責任追及をかわすと同
時に、天皇を現人神として神秘化し、多面的な価値の源泉として民衆を精神的に統合してい
くねらいによるものであった。さらに第四に、大久保らは台湾出兵（1874 年 4 月）・江華島
砲撃（1875 年 9 月）を断行し、朝鮮に不平等条約である日朝修好条規 (1876 年 2 月 ) をおし
















自由党（1881 年 10 月 29 日）と立憲改進党（1882 年 3 月 14 日）という全国的な民主主義政




由党は秩父蜂起直前の 10 月に解党し、改進党もまた 1873 年中に事実上解体していた。統一
的指導部をもたなかったこともあり、各地の農民の蜂起は敗北していった。
さらに天皇制が確立した第二期について、後藤によれば、この時期の基本的特徴は、大






















日本語・日本学研究第 9 号（2019） 69








は狂言でみるような高貴なお方という印象程度のものであった。また、安政 5 年（1858 年）













































































発明されたのである 61。まず「御真影」は民衆全体を臣民化して、天皇 / 臣民という大きな二
項対立的関係を創出し、ついでこの臣民として一括された側は、下付手続きの精緻化によっ
て、さらに細かく階層化されていった 62。その結果、宮内省 / 文部省、文部省 / 県、県 / 郡、













こ れ を 統 計 に 徴 す る に、 明 治 二 十 九 年 に お け る 全 国 学 齢 児 童 は、 統 計
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ることを湯地と固く約した 74。明治 23 年（1890）1 月、内務省の認可を得て、筑前千代の松
原の公園内の 1 万坪を建碑の敷地と確定した 75。同年 3 月、湯地は官職を辞し、建碑運動に全
精力を傾注した。明治 23 年（1890）4 月 2 日に元寇紀念碑の起工式と地鎮祭が千代の松原
で行われた。この日の群集する者は四万人に及んだ 76。
明治 23 年（1890）12 月 15 日、学習院で湯地は皇太子に向けて元寇反撃の幻灯の説明を行っ




た。明治 33 年 12 月には、その聴衆はのべ百万五千人に及んだ。湯地は全国地方の農村、小
学校、軍事施設、寺社及び監獄などに赴き、人々に分け隔てなく演説を行った。日露戦争の
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Focusing on the Genkō Monument Construction Campaign
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 In 1888, Yuchi Takeo, the then director of the Fukuoka police department, launched the 
“Genkō (The Mongol invasions of Japan) Monument Construction Campaign". Centered on the 
speeches and published activities and supplemented by a variety of “Genkō" themes such as slide 
shows, oil painting exhibitions and other activities, this campaign raised abundant funds. Yuchi Takeo 
soon started oﬃ  ces in Fukuoka, Tokyo, Osaka, Kyoto and other places. The number of his audiences 
reached 1 million in January 1901.In 1904, the year when the Russo-Japanese War broke out, “The 
bronze statue of Kameyama-JoKo", also known as the Monument of Genkō was erected in Hakata 
(located at the East Park of Fukuoka City). It faces the northwest and overlooks the hakata Bay where 
the Mongolian army had landed.
 The Genkō Monument Construction Campaign, promoted during the Sino-Japanese War and 
the Russo-Japanese War, is the “witness” as well as “participant” of Meiji Japan’s way to nationalism 
and militarism. The beginning and development of the Genkō Monument Construction Campaign 
can also be positioned in the process of emperor ideology penetrating the mind of people. This paper 
focuses on the Genkō Monument Construction Campaign from the view of “Participant” and studies 
how this Campaign aﬀ ected the timing of the formation and establishment of the Emperor[Tennosei] 
State in the Meiji era.
